
出水市ツル博物館クレインパーク
原口優子

出水～ツルと湿地～



出水市について

面積 329.98㎢
人口（2021年8月現在） 52,251人
基幹産業 農 業



出水平野

 北東に矢筈連峰、南に北
薩最高峰紫尾山系の山塊
が東⻄に延び、⻄北は⼋
代海に面する

 出水平野はこの山塊と海
の間に広がる扇状地扇状
地の特徴として扇央付近
では地表水が少なく、扇
端で水が湧き出ている

 出水のラムサール条約湿
地は、紫尾山を源とした
伏流水が湧き出る扇端に
位置する



ラムサール条約湿地

1866年完成

1962年完成

1965年完成



「出水ツルの越冬地」は主に干拓地で、早期

米や普通米を生産している水田

食料を供給するだけでなく、ツルをはじめと

する様々な生き物の生息場所であり、保水機

能等により防災にも役立っている

荒崎

東干拓

干拓地



R2 R3 R4 R2 R3 R4 R2 R3 R4
貝類 スクミリンゴガイ ○ ○ ○ 昆虫 ウスイロシマゲンゴロウ ○ ○ ○ 動物 ウマビル ○ ○
貝類 ヒメモノアラガイ ○ 昆虫 コガタノゲンゴロウ ○ ○ 動物 チスイビル ○ ○
貝類 モノアラガイ ○ 昆虫 ハイイロゲンゴロウ ○ ○ 動物 スジブトハシリグモ ○ ○ ○
貝類 サカマキガイ ○ ○ ○ 昆虫 ヒメゲンゴロウ ○ ○ 動物 コモリグモ ○
貝類 カワニナ ○ ○ ○ 昆虫 ヒメガムシ ○ ○ ○ 動物 カタツムリ ○
貝類 タイワンシジミ ○ ○ ○ 昆虫 ヤマトゴマフガムシ ○ ○ 動物 イトミミズ
甲殻類ミジンコ ○ ○ ○ 昆虫 キイロヒラタガムシ ○ ○ 動物 フトミミズの仲間 ○ ○ ○

甲殻類クロベンケイガニ ○ ○ ○ 昆虫 ルイスヒラタガムシ ○ ○ 両生
類 ヌマガエル ○ ○ ○

甲殻類アカテガニ ○ 昆虫 ミズカマキリ ○ 両生
類 アマガエル ○

甲殻類ミナミヌマエビ ○ ○ 昆虫 ナミアメンボ ○ ○ ○ 5 7 4

甲殻類タニシ ○ 昆虫 ヒメアメンボ ○ ○
魚類 ミナミメダカ ○ ○ 昆虫 ヒメイトアメンボ ○

10 6 10 昆虫 ケシカタビロアメンボの仲間 ○ 鳥類 アオサギ ○ ○
昆虫 ウスバキトンボ ○ ○ ○ 鳥類 チュウサギ ○ ○

昆虫 ボウフラ ○ 昆虫 シオカラトンボ ○ ○ 鳥類 コサギ ○ ○ ○
昆虫 ユスリカの幼虫 ○ 昆虫 モノサシトンボ(メス) ○ 鳥類 アマサギ ○ ○
昆虫 ゲンゴロウの幼虫 ○ 昆虫 ギンヤンマ ○ 鳥類 ツバメ ○
昆虫 ケラ ○ ○ 昆虫 モンシロチョウ ○ ○ ○ 鳥類 ヒバリ ○ ○ ○
昆虫 カミナリハムシ ○ 昆虫 キタキチョウ ○ 鳥類 ミサゴ ○
昆虫 ササキリ ○ 昆虫 ナナホシテントウ ○ ○ ○ 鳥類 トビ ○ ○ ○
昆虫 マダラバッタ ○ 昆虫 チャイロテントウ ○ 鳥類 ハシボソガラス ○ ○
昆虫 セスジスズメ幼虫 ○ 昆虫 エダナナフシ ○ 鳥類 ハシブトガラス ○
昆虫 アオバアリガタハネ

カクシ ○ 昆虫 タンボコオロギ ○ 鳥類 セッカ ○

昆虫 ミナミアオカメムシ
の幼虫 ○ 昆虫 ハラオカメコオロギ ○ 鳥類 居残りナベヅル ○ ○

昆虫 ガのサナギ ○ 昆虫 タイワンエンマコオロギ ○ 鳥類 居残りマナヅル ○ ○
昆虫 トビムシ ○ 16 17 25 9 8 8

R2 R3 R4
出現種合計 40 38 47



出水のラムサール条約湿地登録基準

出水ツルの越冬地は、ラムサール条約が規定する国際的に重要な湿地の９つ

の基準のうち４つに該当

• 基準２：絶滅のおそれのある種や群集を支えている

➡ナベヅル、マナヅルの生息を支えている

• 基準４：動植物のライフサイクルの重要な段階を支えている

➡ナベヅル、マナヅルの重要な越冬地

• 基準５：定期的に2万羽以上の水鳥を支えている

➡カモ類とあわせ２万羽以上の 水鳥が確認されている

• 基準６：水鳥の1種または１亜種の個体群の個体数の１％以上を定期的に支

えている

➡世界のナベヅルの約８割、マナヅルの約４割の生息を支えている



越冬するツル類

ナベヅル マナヅル

クロヅル
カナダヅル

ハイブリッド

アネハヅル タンチョウ

ソデグロヅル



野鳥約３２０種の記録



春、夏、秋、冬

出水の自然 多様性
山、川、平野、海

山 高川ダム 川 江内川 平野 農耕地 海 干潟

春の渡り鳥 アカハラ 夏鳥 チュウサギ 秋の渡り鳥 シギチ類 冬鳥 ツル類

北限、南限

多様な農業？？



湿地自治体認証授与式

湿地自治体認証

湿地自治体！

ラムサール条約湿地 湿地自治体
期間 継続 ６年毎の見直し
対象 登録湿地 自治体
内容 湿地保全とワイズユース 湿地自治体のブランド力アップ及び

湿地保全やワイズユースの推進
＊施策と地域連携



推進の枠組み



ウナギの学校田んぼの学校

川の生き物と友達になろう 干潟の観察会

交流・学習

湿地の体験プログラム



交流・学習

湿地の写真コンテス
ト

最優秀賞「水田夕景」松本伸一



交流・学習



野鳥観察舎

クマエビ

海苔

米

ワイズユース

産物のブランド化
エコツーリズムの推進

エコツーリズムガイド養成 出水ラムサールブランド

伝統を守る



利用調整事業 保全と観光
課題と改善へむけて



1960〜70年 2022年




